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	 本論文は６つの章から構成される．第１章は明度知覚に関して，これまで明らかにされていることを中心に概

観する．第２章から第４章では，本研究で行った実験３つについてそれぞれ述べる．	 

	 第２章では”自然画像における明度知覚”を明らかにすることを目的とした実験について述べる．この実験で

は，自然画像を用いて明度知覚がどうのように変化したか定量的に測定した．そして，その結果を画像の認識度

合いや物理的輝度からどのくらい説明可能か検討した．また実環境の照度を測定し明度知覚応答結果との対応関

係を分析した．	 

	 第３章では”無意味画像における明度知覚”を明らかにすることを目的とした実験について述べる．この実験

では，ランダムドットを用いた無意味画像において，画像の輝度標準偏差を変数にして，明度知覚がどうのよう

に変化したか定量的に測定した．この実験は第１章で得られた画像の輝度標準偏差の影響に着目した実験であり，

明度知覚の応答の他に，照明と関連の深い眼の生理的反応の１つである瞳孔反応を測定することで，輝度標準偏

差が照明情報となる可能性を異なる視点から検討した．また，実環境の照度と画像統計量を測定し，照明と輝度

標準偏差との対応関係が実際にあるのか分析した．	 

	 第４章では”空間構造が明度知覚に与える影響”を明らかにすることを目的とした実験について述べる．この

実験は物理的輝度以外にも空間構造のみからでも照明を推定することができるか検討したものである．また，第

２章や第３章と同様に，実環境の照度と空間の大きさを測定し，照明と空間との対応関係が実際にあるのか分析

した．	 

	 第５章では総合考察を述べる．主な考察内容は，心理物理実験の結果と実環境測定との対応関係から明度決定

の処理過程のモデルを提案することである．そして，第６章にて，本研究の結論を述べる．	 

＜結論＞	 

1．自然画像における対象の明度知覚において，対象の周囲の輝度情報を保ったまま，画像に加工を加えることに

より，画像内容の認識度合いが明度知覚に影響するか検討した．その結果，認識の違いによる明度知覚への影響

がみられた．	 

2．自然画像の輝度統計量と心理物理実験の結果の分析により，周囲の局所的な輝度の標準偏差が明度知覚に影響

することが明らかになった．しかしながら，しかしながら，環境ごとに分析したところ，輝度標準偏差と明度知

覚の相関が高い環境と低い環境とにわかれた．	 

3．ランダムドットからなる無意味な画像を用い，対象の周囲の輝度の標準偏差が明度知覚に与える影響を検討し

た．その結果，平均輝度が同じであっても周囲の輝度の標準偏差が明度知覚に影響することが明らかになった．

この影響は，自然画像の実験と同様に，テストパッチの輝度が周辺領域の平均輝度よりも高い場合にのみ見られ

た．	 

4．画像の平均輝度を保ったまま，輝度の標準偏差が瞳孔反応に与える影響を検討した．その結果，輝度の標準偏

差が増加すると過渡的な縮瞳量が増加し，その後の持続的な瞳孔径減少することが明らかになった．	 

5．実環境における照度と画像統計量の分析により，輝度標準偏差と，照度の間に正の相関があることが明らかに

なった．この結果より，上記項目３，４で述べた，周囲の輝度標準偏差と明度知覚および瞳孔反応の関係は，自



然環境における輝度分布と照度の関係に対応していることが示唆された．	 

6．実環境における照度と空間の大きさの測定に基づいた分析結果から，照度と空間の大きさの間に正の相関があ

ることが明らかになった．この結果より，上記項目６で見られた空間構造と明度知覚の関係は，自然環境におけ

る照度と空間構造の関係に対応していることが示唆された．	 

	 


